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八ッ場ダムにおける取組み

データを活用して土木工事における品質管理の高度化等を図る

【対象技術Ⅱ】に応募（平成30年度）

発表内容

SFWDシステム

粗骨材粒度分布検出システム

・適用現場（八ッ場ダム）

・技術の概要

・成果

・広報
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適用現場（八ッ場ダム）

ダム型式
重力式コンク
リートダム

堤 高 116.0ｍ

堤体積 約100万ｍ3

堤頂長 290.8ｍ

ダム天端
標高

586.0ｍ

有効
貯水量

9,000万ｍ3

工期
平成26年8月
～
平成32年3月

撮影：令和元年６月



3 /25

骨材製造・貯蔵設備

原石山

ベルトコンベヤによる骨材運搬（約10km）大柏木地区

土捨場

工事用道路
（拡幅）

千歳橋

八ッ場大橋

八ッ場ダム

右岸天端
工事用道路

コンクリート製造設備

上川原橋

代替地（河原湯（打越）地区）

代替地（河原畑地区）

適用現場（八ッ場ダム）

【仮設備配置全体図】
・三種類の粗骨材
G1(80～40mm)
G2(40～20mm）
G3(20～5mm）

・細骨材
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粗骨材粒度分布検出システム（目標・効果）

非接触・連続・リアルタイム

項目 現状 目標としたシステム仕様

粒度分布
検出方法

人力による篩分け試験 高速（160ｍ/min）でベルトコン
ベヤ上を流れる骨材を非接触で計測

頻度 週１回程度 連続計測

検出まで
の時間

１日半（骨材を乾燥さ
せる準備も含む）

リアルタイム検出

目標

試験技術者配員ゼロ・検出結果の高密度化効果

従来 目標
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合成粒度分布

粗骨材粒度分布検出システム（計測概念）

繰
返
し

学
習

判別アルゴリ
ズムの確定

（Gmax40mm）
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【合 成 粒 度 分 布 図】

ダム編 粒度範囲

試験値

各分級
（G1,G2,G3）
粒度分布を検出

現場配合比率から
合成粒度を計算

表面形状の点群データ
を画像解析

＋
ふるい分け試験

3次元センサ

点群データ
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粗骨材粒度分布検出システム（構成）

粗骨材粒度分布検出システム

遠隔操作と
結果確認が可能

高速運搬中の骨材
形状撮影が可能
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粗骨材粒度分布検出システム（設置状況）

•３次元センサ設置箇所外観

3次元センサ
設置箇所

ベルトコンベヤ
（このカバーの中を骨材が流れている）
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粗骨材粒度分布検出システム（設置状況）

•３次元センサ設置状況

3次元センサ
（防塵ケース）

ベルコン上を流れる骨材
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粗骨材粒度分布検出システム（骨材輸送動画）
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粗骨材粒度分布検出システム（３次元センサ画像）

３次元センサにより検知した粗骨材表面形状点群データ
（30コマ/秒）
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粗骨材粒度分布検出システム（AI学習）

•AI学習においては、標準粒度範囲内の骨材だけでな
く、標準粒度範囲外の骨材の学習も必要

34,000件のAI学習を実施

混合内容 混合比率 性状

G1'-1 G1：G2=2：1

G1'-2 G1：G2=1：1

G2'-1 G2：G1=2：1

G2'-2 G2：G1=1：1

G2'-3 G2：G3=2：1

G2'-4 G2：G3=1：1

G3'-1 G3：G2=4：1

G3'-2 G3：G2=3：2

細粒が多いG1

粗粒が多いG2

細粒が多いG2

粗粒が多いG3

サンプル骨材

G2'

G1'

G3'

G1にG2を混合

G2にG1を混合

G2にG3を混合

Ｇ3にG2を混合

サンプルの混合比率
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粗骨材粒度分布検出システム（ サンプル学習）

•サンプル学習全景

G1

3次元センサ
設置箇所

学習用骨材
投入ホッパ

取得データの
確認

ベルトコンベヤ

G2

G3
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粗骨材粒度分布検出システム（データの共有）

共有サーバ画面
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粗骨材粒度分布検出システム（成果）

従来と比較した試算：約780人工の削減
打設期間2年半（52週/年×2.5年＝130週）で、（週１回2人で3日程度）
を要するため、２人工×３（日/週）×130週 ＝ 780人工削減

検出精度

効果：試験技術者ゼロ

平均誤差 2.19

標準偏差 3.64
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載荷方法

4

SFWD適用箇所（八ッ場ダム貯水池内盛土）

八ッ場ダム

勝沼地区盛土

横壁・白岩地区盛土

八ッ場ダム貯水池内の
勝沼地区と横壁白岩地
区等で盛土工事実施

広範囲で盛土の
品質管理必要

貯水池
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載荷方法

4

SFWDシステム（目標・効果）

従来 水置換法等の
現場密度試験

SFWDシステム

現位置簡単操作・リアルタイム目標

広範囲を連続的に把握・リアルタイム確認効果

項目 現状 目標としたシステム仕様

締固め度計測方法 熟練の必要な水置換法
等の現場密度試験

現位置で、機械による簡単操作

結果確認までに要
する時間

約2日（材料の乾燥等
準備含む）

1回の計測時間：５分
計測結果をリアルタイムに確認

目標
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SFWD：Super Falling Weight Deflectmeter

載荷方法

4

SFWDシステム（システム構成）

載荷方法

重錘の落下高さを多段階に変えて地盤の変位を測定
変形係数の算出が可能

ＧNSＳ

変位計

システム概要図

重錘
200kg

GNSS受信機

制御・解析パソコン

載荷・計測装置

落下高最大：300mm

起点:0mm

ＧNSＳ

変位計

重錘

ロードセル

ダンパー
200kg

載荷盤
(φ300,450mm)
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SFWD：Super Falling Weight Deflectmeter

4

SFWDシステム（変形係数の算出）
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変位計

重錘
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200kg

載荷盤
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重錘の落下高さを多段階に変えて地盤の変位を測定
変形係数の算出が可能
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4

SFWDシステム（締固め度の算出）
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【SFWD変形係数と締固め度】
八ッ場ダムにおいて、
現場密度試験を実施し相関把握

Dc = 0.3515 Esf + 88.549
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現場密度試験（水置換法）

締固め度Dc

線形 (締固め度Dc)

R=0.996

SFWD変形係数と締固め度
良好な線形関係
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4

SFWDシステム（測定状況動画）

【SFWD動作状況】
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4

SFWDシステム（操作・結果確認画面）

【SFWD実施状況】
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共有サーバ画面

SFWDシステム（データの共有）

締固め度（％） 99.0
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4

SFWDシステム（概要）

【締固め度マップ】
計測場所：勝沼（八ッ場ダム本体建設工事 建設発生土処理工）

測定面積： 6500 m2

測定箇所： 63 点
測定歩掛： 16時間

（15分/点）

SFWD
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想定される今後の活用対象

【粗骨材粒度検出システム】

・ダム（台形CSGダムを含む）
・一般的な生コン工場
・盛土材等の粒度管理

【SFWDシステム】

・フィルダム
・造成等大規模土工



25 /25

ご清聴ありがとうございました


